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ふれあい情報 
 2015年 11月 18日（水） 第 220号 

連
合
か
ら
副
会
長
に
南
部
氏
（
副
事
務
局
長
）、
常
幹
に
下
田
氏
（
組
織
局
局
長
）
就
任 

 

第２回幹事会 

新旧役員交代､新任を承認。新体制強化へ 

阿
部
会
長
が
現
退
一
致
、
連
携
強
化
に
期
待
表
明 

 

退
職
者
連
合
は
、
一
一
月
一
七
日
午
後
一
時
三
○
分

か
ら
、
連
合
本
部
で
第
二
回
幹
事
会
を
開
き
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
副
会
長
と
幹
事
の
交
代
や
改
正
規
約
に
基
づ
く

新
役
員
就
任
に
つ
い
て
承
認
す
る
と
と
も
に
、
来
年
の
政

策
・
制
度
要
求
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。
な
お
幹
事
会
の
前
に
は
、
第
四
回
三
役
会
を
開
き
ま

し
た
。 

 

役
員
交
代
で
は
、
副
会
長
に
石
原
喜

久
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
退
）、
幹
事
で
は
川

辺
優
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
退
）、
野
口
敞
也

氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
シ
ニ
ア
）、
中
山

廣
氏
（
Ｊ
Ｒ
連
合
退
連
）
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
新
幹
事
（
女
性
枠
）
に

は
、
徳
永
由
美
子
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
退
）

と
熊
崎
清
子
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
シ
ニ

ア
）
二
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
第
一
九
回
定
期
総
会
後
の
八

月
二
五
日
に
阿
部
会
長
と
菅
井
義
夫

事
務
局
長
が
改
正
規
約
を
受
け
て
連

合
の
神
津
里
季
男
事
務
局
長
（
現
会

長
）
に
要
請
し
て
い
た
連
合
か
ら
の
退

職
者
連
合
役
員
（
非
常
勤
の
副
会
長
と

常
任
幹
事
）
派
遣
に
つ
い
て
は
、
連
合

が
一
○
月
二
二
日
に
開
い
た
第
一
回

中
央
執
行
委
員
会
で
副
会
長
に
南
部

美
智
代
副
事
務
局
長
、
常
任
幹
事
に
下

田
祐
二
組
織
拡
大
・
組
織
対
策
局
長
を

そ
れ
ぞ
れ
推
薦
決
定
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
両
氏
の
就
任

を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
連
合
か
ら
は

縫
部
浩
子
部
長
が
新
た
に
退
職
者
連

合
担
当
と
な
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

阿
部
会
長
は
「
連
合
か
ら
の
役
員
派
遣
、

担
当
者
配
置
に
よ
り
、
現
退
一
致
の
下
、
連

合
と
の
連
携
が
強
ま
っ
て
退
職
者
連
合
が

一
層
強
化
さ
れ
る
」と
大
き
な
期
待
を
表
明

し
ま
し
た
。 

 

来
年
度
の
政
策
・
制
度
要
求 

策
定
日
程
決
ま
る 

 

こ
の
日
の
幹
事
会
で
は
、退
職
者
連
合
の

二
○
一
六
年
度
政
策
・
制
度
要
求
の
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
ま
し
た
。 

な
お
、
今
後
、
社
会
保
障
関
連
審
議
会
や

国
会
の
動
向
に
注
意
を
払
い
、必
要
に
応
じ

て
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細
は
、
次
ペ
ー

ジ
に
別
掲
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
二
○
一

六
組
織
実
態
調
査
の
実
施
や
三
月
三
日
に

低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
で
学
習
会
を

開
催
す
る
こ
と
な
ど
も
決
め
ま
し
た
。 

 

 

幹
事
会
の
議
題
等
は
、
退
職
者 

連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 

だ
さ
い
。 

  

▲役員が増えたため会議場を広くして開かれた第２回幹事会。写

真中央は、あいさつする阿部保吉会長。（11月 17日、連合本部） 

http://tr.jtuc-rengo/
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２０１５年 

１１月１７日（火） 第４回三役会・第２回幹事会

（策定スケジュールの確認） 

２０１６年 

１月１９日（火） 第６回三役会・第３回幹事会 

２月１６日（火） 第７回三役会（要求原案提示） 

全国事務局長会議 

３月  日（ ）  政策関係合同専門委員会 

＊３月１０日を目途に連合総合政策局 

とのすり合わせ 

３月１５日（火）第８回三役会・第４回幹事会 

（運動方針原案検討、政策・制度要求原案決定） 

＊運動方針原案、政策制度要求原案 

を地方退職者連合に送付 

５月１０日（火）地方退職者連合からの意見集約

締め切り  

５月１７日（火） 第１０回三役会･第５回幹事会 

５月  日（ ） 連合総合政策局との最終すり合 

わせ 

６月１４日（火）第１１回三役会・第６回幹事会

（２０１６年度運動方針案、政策・制  

度要求案を確認） 

７月１４日（木） 全国組織代表者会議 

７月１５日（金） 退職者連合第２０回定期総会 

 

 

２０１６年度政策・制度要求の 
策定スケジュール 

 

連
合
会
長
・
事
務
局
長
就
任
を
お
祝
い
し
て
表
敬
訪
問 

 
一
一
月
一
七
日
、
第
二
回
幹
事
会
が
始
ま
る
前
に
阿
部
会
長
を
は
じ
め
副
会

長
、
事
務
局
長
、
常
任
幹
事
八
人
が
、
連
合
定
期
大
会
で
新
し
く
就
任
し
た
神
津

里
季
生
会
長
と
逢
見
直
人
事
務
局
長
を
表
敬
訪
問
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。
（写
真

上
は
会
長
室
、
下
は
事
務
局
長
室
。
い
ず
れ
も
同
日
、
連
合
会
館
八
階
） 

新年度､組織・男女各委員会が始動 

 

第
一
九
回
定
期
総
会
を
終
え
て
二
○
一

五
年
度
の
各
委
員
会
が
始
動
し
ま
し
た
。組

織
委
員
会
で
は
、石
原
喜
久
副
会
長
を
委
員

長
に
互
選
。
一
○
月
二
○
日
に
第
一
回
、
一

一
月
一
七
日
に
第
二
回
を
開
催
し
、二
○
一

五
年
度
組
織
拡
大
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
二

○
一
六
年
度
組
織
実
態
調
査
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。
男
女
平
等
参
画
委
員
会
で

は
、吉
沢
弘
久
副
会
長
を
委
員
長
に
第
一
回

を
八
月
一
八
日
、第
二
回
を
一
○
月
二
七
日

に
第
三
回
を
一
一
月
一
七
日
に
開
催
。来
年

三
月
三
日
に
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題

を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
な

ど
を
決
め
ま
し
た
。 

 

 

財
政
基
盤
強
化
へ
検
討
始
ま
る 

会
員
に
と
っ
て
実
益
を
実
感
で
き
る
組 

織
に
し
て
い
く
に
は
、運
動
量
に
見
合
っ
た 

財
政
基
盤
の
確
立
は
避
け
て
通
る
こ
と
の

で
き
な
い
課
題
で
す
。そ
の
た
め
退
職
者
連

合
は
、
運
動
と
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

幅
広
い
論
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

八
月
一
八
日
開
催
の
第
一
回
幹
事
会
で

は
、
検
討
の
た
め
の
新
た
な
機
関
は
設
け

ず
、組
織
委
員
会
が
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と

と
し
、検
討
内
容
や
経
過
等
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
、
三
役
会
・
幹
事
会
は
も
と
よ
り
、

必
要
に
応
じ
て
全
国
組
織
代
表
者
会
議
・
全

国
事
務
局
会
議
、地
方
代
表
者
会
議
に
も
報

告
し
了
承
を
得
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。な
お

検
討
の
め
ど
と
し
て
は
、二
○
一
五
年
度
内

に
結
論
を
得
る
よ
う
努
力
し
、遅
く
と
も
二

○
一
七
年
の
第
二
一
回
定
期
総
会
に「
取
り

ま
と
め
」
と
し
て
提
起
し
ま
す
。 

 

 

委員長には組織・石原、男女・吉沢両副会長が就任 

▲第２回組織委員会。(11月17日、連合本部) 

▲第３回男女平等参画委員会。（11月17日、同） 


